
11月8日（水）は
いい歯の日

お口の２大疾患を知ろう

　２大疾患の原因は細菌によって作られる歯垢
（プラーク）です。
　プラークを除去するために大切なのは、毎日行
う歯磨き（セルフケア）と、歯科医院での定期的な
歯科健診・クリーニング（プロフェッショナルケ
ア）です。

　健康な歯がそろっていても「噛
か

む」「飲み込む」
「しっかりとした発音で話す」といった口

こう
腔
くう

機能
がうまく作用しないと身体も支障をきたします。
　噛む回数を増やす、口を使った遊びや口腔体操
を取り入れるなど、日頃から意識して口周りを動
かすようにしましょう！

　歯を支えている組織、歯肉（歯ぐき）や歯
し

槽
そう

骨
こつ

（顎
の骨）が、細菌（歯周病の原因菌）によって破壊され
る疾患です。
　むし歯と違って、重度になるまで痛みや見た目
の変化などの自覚症状がありません。静かに時間
をかけて進行していきます。
　また、歯周病菌が出す毒素は、歯肉の血管から
血流にのって全身に感染を広げ、身体のさまざま
な疾患に影響を与える可能性があります。

　口は身体の入り口です。そして、私たちが心身共に健康に生活するうえで 必要な「食べる」「話す」「表情をつくる」といった大切な役割を担っています。
この大切なお口の機能は、あなたの意識次第で長期的に維持向上が可能です。 どんなことに注意すればよいのでしょう。

「歯とお口の健康」について見直してみませんか？

お口の健康のためにできること
2大疾患の予防 お口まわりを鍛えよう

歯周病（歯肉炎・歯周炎）

問�すこやか生活課
　 ・有（581）0201　 （582）1138

・乳幼児を対象にした個別相談を受ける「すくすく相談会」
　（子どもの成長・発育、食事、歯科など、育児の困りごとを気軽に相談できます）
・３歳６ヵ月児健診を受診した親子を対象にした「守山市親子そろってよい歯のコンクール」
・乳歯から永久歯に生え変わる時期の幼児～小学生を対象に、
　歯の健康を助ける「フッ化物洗口事業」
・中学１年生を対象にした「歯科健康教育」
・青・壮年期～高齢者を対象にした「すこやか歯科健診」「在宅すこやか歯科健診」
・県や歯科医師会などと連携し、障害者施設を対象にした「コラボにこにこ歯科保健事業」など

　本市では、妊娠期から乳幼児期、少年期、青年期・壮年期、高齢期まで、さまざ
まなライフステージに応じた、歯と口の健康のための事業に取り組んでいます。

歯科医の先生に聞きました

草津栗東守山野洲歯科医師会
守山地区 代表理事

大
おお
谷
たに
�令
さとし
さん

おおたに歯科医院

　
医
師
、
学
校
、
家
庭
、
行
政
が
連
携
し
て
歯
科
保
健
や
疾

患
予
防
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
歯
の
2
大
疾
患
に

罹
患
す
る
人
は
減
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
諸
外
国
に
比

べ
て
、
日
本
人
の「
歯
の
健
康
」に
対
す
る
意
識
は
ま
だ
ま
だ

低
い
の
が
現
状
で
す
。

　
「
よ
い
歯
」は
全
身
の
健
康
に
つ
な
が
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＋
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お 口 の 中 か ら 健 康 に な ろ う

上記のほかにも、年齢や環境に合わせたさまざまな取り組みを行っています。

　私たちが飲食する糖質を餌にして、口の中の細
菌（むし歯の原因菌）が代謝する「酸」によって、硬
い組織である歯が溶かされ穴が開いてしまう疾
患です。　
　子どもの頃のむし歯に加えて、大人は治療して
金属などを詰めたり、被せたりした周辺がむし歯
になる「２次う蝕

しょく
」や、歯周病により歯の根っこの

部分が表に出てしまい、そこにむし歯ができる
「根面う蝕」になることもあります。

むし歯

歯を失う原因のほとんどが「むし歯」と「歯周病」です。

歯のしくみ
エナメル質
歯の外側の部分

歯肉(歯ぐき)

歯肉溝(歯周ポケット)
歯と歯肉の間にある溝　

歯槽骨
歯を支えている顎の骨

象牙質
エナメル質に守
られた歯の大部
分を占める組織

歯髄
歯の神経

根管
神経や血管が通っている部分

歯周病と全身疾患

歯周病

認知症

動脈硬化

関節リウマチ

糖尿病 誤嚥性肺炎

骨粗しょう症

心疾患

早産
低体重児出生などインフルエンザなど感染症
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